
 

安城ロータリークラブ 第 2720 回例会（インターシティーミーティング） 
 

例会日：毎週金曜日 

例会場：碧海信用金庫本店 3F 

       安城市御幸本町 15-1 

TEL：0566-75-8866 

FAX：0566-74-5678 

Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp  

HP：http://www.anjo-rc.org 

週報 

■会長：大見 宏 

■幹事：石川 義典 

■クラブ会報：成田孝則・松本隆利・青山竜也 

■創立日：Ｓ33 年 1 月 10 日 

■RI 加盟認証日：Ｓ33 年 2 月 6 日 

クラブテーマ 

親睦から奉仕へ。そして奉仕を通じて平和を。 

 

【 No.579 2013/2 第 3 例会 】 

■ＲＩ第 2760 地区 2012～2013 年度西三河分区 Intercity Meeting 

 

 

2013 年 2月 16 日(土) 15:00〜17：00 

会場：衣浦グランドホテル 

ホストクラブ：碧南ロータリークラブ 

式典：15：00～15：20 

講演：15：30～17：00 

講師：駒井邦夫氏   演題「茶屋文化伝承の内側」 

懇親会：17：30～19：00             ～京都・金沢～ 

 
2012-2013 年度 RI テーマ 

Pease Through Service 「奉仕を通じて 平和を」 

 

＝思いをつなげよう…＝ 

安城ロータリークラブ 刈谷ロータリークラブ 西尾ロータリークラブ 一色ロータリークラブ 碧南ロータリークラブ 

高浜ロータリークラブ 知立ロータリークラブ 三河安城ロータリークラブ 西尾ＫＩＲＡＲＡロータリークラブ 

《プログラム》 

第１部 式典 

・総合司会 … 新美雅浩君 

・開会の言葉 … Ｉ．Ｍ副実行委員長 鈴木並生君 

・点鐘 … ガバナー補佐 加藤良邦君 

・歓迎の言葉 … ホストクラブ会長 黒田昌司君 

・Ｉ．Ｍ実行委員長挨拶 … 森田英治君 

・特別出席者の紹介 … 分区幹事 亀山裕一君 

・参加クラブ紹介  

・パストガバナー挨拶 … パストガバナー 野村重彦君（刈谷ＲＣ） 

・地区副幹事挨拶 … 地区副幹事 野田剛司君（名古屋東ＲＣ） 

・ガバナー補佐挨拶 … ガバナー補佐 加藤良邦君 
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石川義典君  

第２部 講演会 

・総合司会 … 青澤聡之君 

・講師紹介 … Ｉ．Ｍ副実行委員長 奥田雪雄君 

・講演  

テーマ 「茶屋文化 伝承の内側」 ～京都・金沢～ 

講師：駒井邦夫氏 

京都の花街に生まれ育ち、伝統芸能の舞台や映像の制作演出を長く手掛け携わってきた視点から、 

日本の誇る “もてなし文化” を京都・金沢の二大茶屋文化伝承地を比較しながら映像も交えて紹介します。 

 

・次年度ガバナー補佐紹介 … ガバナー補佐 加藤良邦君 

・次年度ガバナー補佐挨拶 … 次年度ガバナー補佐 神谷正康君（一色ＲＣ） 

・次年度ホストクラブ紹介 … ガバナー補佐 加藤良邦君 

・次年度ホストクラブ会長挨拶 … 次年度ホストクラブ会長 鈴木茂朗君（一色ＲＣ） 

・閉会の言葉 … Ｉ．Ｍ実行委員長 森田英治君 

・点鐘 … ガバナー補佐 加藤良邦君 

 

第３部 懇親会 

・総合司会 … 藤関孝典君 

・開宴の言葉 … Ｉ．Ｍ副実行委員長 石川春久君 

・乾杯 … ガバナーエレクト田中正規君（西尾ＲＣ） 

～食事・歓談～ 

アトラクション 

 

・ロータリーソング 「手に手つないで」 斉唱 

・お礼の言葉 … ホストクラブ会長エレクト 長田豊治君 

 

～終了～ 

 

 

 

 

 

 

 

『講師 駒井邦夫氏 プロフィール』 

演出家 ・ 元ＮＨＫエグゼクティブディレクター 

石川県立音楽堂・邦楽監督（財）上方文化芸能協会・理事 

・1941 年京都宮川町に生まれ、同志社大学卒業後、ＮＨＫに勤務。音楽芸能番組（古典芸能）の制作に従事、 

エグゼクティブディレクターを務める。ＮＨＫ退職後も伝統芸能演出家として、能狂言、文楽、歌舞伎、邦楽、舞踊などの 

古典・創作の舞台、映像作品を多く手掛け、最新のデジタル映像などを駆使し、日本の古典芸能と現代音楽を融合させ 

る新しい作品分野を開拓した。 

 

 

 

  


